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小泉 恭子 著
『音楽をまとう若者』
 
山口　晋
　本書は近畿圏の高校生96名への聞き取りを中心とし
て，様々な状況での音楽実践（音楽演奏・聴取，イベン
ト参加など）について記述されたエスノグラフィーであ
る。著者はこのような経験的記述から，高校生の音楽の
好みが場所や状況によって使い分けられており，それが
個人的な嗜好の「パーソナル・ミュージック」，同世代
に共通する「コモン・ミュージック」，流行を超えて歌
い継がれる「スタンダード」という三層構造をなすこと
を提示した。さらに，著者は高校生がポピュラー音楽に
関わる空間は「知識」と「評価」によって三つに分かれ
るとした。それは学校が音楽知識を権威づけ，教師や同
級生の評価を伴う「フォーマルな空間」，高校生が日常
的な知識を交換するのみで年長者からの評価がない「イ
ンフォーマルな空間」，日常的な知識が行き交うものの
評価は存在する「セミフォーマルな空間」である。これ
らの空間において，高校生は音楽について何を，どのよ
うに語り，あるいは語らないのか。著者は高校生への聞
き取りから得られた「語り」を分析し，ブルデューの「文
化資本」やド・セルトーの「戦略／戦術」を援用しなが
ら論を進める。本書の構成は以下のようになっている。
はじめに
第一章　ポピュラー音楽研究の系譜と課題
第二章　フォーマルな空間
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　第一章では若者とポピュラー音楽をめぐる研究の整理
と課題が提示されている。従来，このような研究は音楽
教育学やカルチュラル・スタディーズにおいてなされて
きた。まず音楽教育学では「新しい教育社会学」の影響
から音楽文化が「シリアス／ポピュラーな音楽」という
二分法によって捉えられ，音楽教育もシリアスな音楽の
価値観に基づくものであるという批判がなされた。また，
「学校／生徒の音楽文化」の間の齟齬が指摘され，ポピ
ュラー音楽に疎い教師のために講義方法の情報提供がな
された。このような研究は教育現場で一定の貢献があっ
たものの，学校音楽を学外と切り離して考え，学校音楽
が脱文脈化されるという問題を有した。次にカルチュラ
ル・スタディーズのサブカルチャー論では，70年代後半
の若者の文化実践がエスノグラフィックに記述され，そ
の実践が支配的な階級文化への抵抗の形式であると理解
された。だが，著者が手際よく整理しているように，サ
ブカルチャー／メインカルチャーの二極化，男性サブカ
ルチャーへの傾倒，特定のサブカルチャーの特権化，な
どの批判が提示された。近年，サブカルチャー・イデオ
ロギー論が批判的に検討され，サブカルチャー内部の多
層性を解明することが重要課題となっている（成実，
200）。以上のような先行研究の課題を乗り越えつつ，
本書ではジェンダーや二項対立に注意を払い，若者と音
楽と様々な空間との包括的な関係を明らかにし，分析す
る。さらにブルデューの「文化資本」の三つの様態）を
整理し，家庭から受け継ぐ「相続資本」や学校やメディ
アから得られた「獲得資本」が，どのように高校生のポ
ピュラー音楽に関係しているのかを捉える。また上述の
ジェンダーの視点から学校内外での男女の差異も検証す
る。
　第二章ではフォーマルな空間としての学校を取り上
げ，音楽の授業や吹奏楽部での活動で高校生がポピュラ
ー音楽をどのように語り，それとどのように関わってい
るのかを検討している。A高等学校の音楽の授業ではパ
ーソナル・ミュージックについて抵抗なく語る男子生徒
と終始，パーソナル・ミュージックを語らず，コモン・
ミュージックやスタンダードを語る女子生徒が明らかと
なり，ジェンダーによる差異が確認された。その一方で，
吹奏楽部の男女4名は，いずれもパーソナル・ミュージ
ックについて語りたがらなかった。このような男子生徒
と女子生徒の語り口の違いを，筆者はド・セルトーの「戦
略」と「戦術」を援用，発展させて「戦法」と「作戦」と
いう概念で説明する。すなわち，パーソナル・ミュージ
ックを顕わにしてグループ内での自分の立ち位置を確立
する男子生徒は「戦法」を採用し，コモン・ミュージッ
クやスタンダードでパーソナル・ミュージックをカムフ
ラージュした女子は「作戦」を選択するのである。吹奏
楽部の男子生徒がパーソナル・ミュージックを開陳しな
かった点について，筆者は吹奏学部ではクラシック音楽
系の吹奏楽曲がコモン・ミュージックであるため，パー
ソナル・ミュージックとコモン・ミュージックとの距離
感がつかみにくいということ，同じフォーマルな空間で
あっても音楽の授業と吹奏楽部では性質が異なること，
という二点を指摘する。
　第三章ではセミフォーマルな空間として，フォークソ
ング部やバンド・コンテストを取り上げ，ポピュラー音
楽への接し方や語り方が学校の内外でどのように変化す
るかについて示されている。例えば「二〇〇〇年バンド」
では，メンバーのパーソナル・ミュージックとバンドの
コモン・ミュージックに齟齬があったことから，メンバ
ーのモチベーションが低下していった。そのような中で
ヘゲモニーをもつメンバーが，自身のパーソナル・ミュ
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ージックである「ハードなヴィジュアル系」をコモン・
ミュージックに昇格させる。このような男子フォークソ
ング部員は，パーソナル・ミュージックを隠さない分，
バンドのコモン・ミュージックとの相違が顕在化しやす
い。ゆえに，このような部員はコモン・ミュージックと
の隔たりを解消するために衝突するか，最初から衝突を
回避して他の空間にアイデンティティを求めるかのいず
れかを選択する。また「二〇〇〇年バンド」は紅一点ヴ
ォーカルのバンドでもあった。上記のようなヘゲモニッ
クな男子メンバーがパーソナル・ミュージックをコモ
ン・ミュージックに昇格させる中で，結局女性ヴォーカ
ルはそのバンドを去ることになるという。このようなバ
ンドの存続が難しいのは，コモン・ミュージックが限定
されること，同性のみのバントの方がパーソナル・ミュ
ージックをコモン・ミュージックに昇格させやすいこ
と，ヴォーカルの女子は疎外されやすいこと，の三点が
あげられるということも興味深い。女子フォークソング
部員はお互いのパーソナル・ミュージックを明かさない
まま，コモン・ミュージックだけでバンドを結成する。
しかし，コモン・ミュージックは自己のアイデンティテ
ィを隠すための「仮面」としてしか機能しておらず，こ
のような「不可視の作戦」を採用し，お互いを牽制しあ
うあまり，先に人間関係が崩壊してしまうのだという。
　第四章ではインフォーマルな空間としてライブやコス
プレ集会が選択され，男子・女子のジェンダー文化を中
心にポピュラー音楽への関わり方が解明される。両親が
ロック・ファンであり，レコード・コレクターである男
子生徒はこの両親から相続資本としてポピュラー音楽文
化を継承していた。具体的には，家庭にあったレコード・
コレクションという「客体化された様態」と「身体化さ
れた様態」としてのポピュラー音楽資本を相続し，継続
した音楽聴取というハビトゥスによって，スタンダード
に関する多くの知識を継承していた。しかしながら，彼
は自身でパーソナル・ミュージックを明かさず，音楽の
好みさえはっきりしていなかった。それについて，著者
は彼には同世代と音楽について語る機会が絶対的に不足
していた点をあげる。一方，ヴィジュアル系バンドのコ
スプレ女子高校生は，コスプレイヤー以外の友人とも付
き合わなければならない状況では，自己同一化している
ヴィジュアル系バンドのパーソナル・ミュージックを隠
す。しかし，「良い子」や「良い生徒」であることを評
価されないインフォーマルな空間では，少女だけの居場
所を確保するためにコスプレを実践するのである。イン
フォーマルな空間でのバンド活動について，男子高校生
のバンドは同級生や大人による評価に制約されることな
く，自由にパーソナル・ミュージックを開陳する。また，
取り上げられているバンドは，紅一点ヴォーカルであっ
たにもかかわらず，男子メンバーのパーソナル・ミュー
ジックがコモン・ミュージックへ昇格していくことは見
られなかった。それは女子ヴォーカルの歌唱力によると
ころが大きく，男子メンバーの「精神的」なコモン・ミュ
ージックである古典ロックに迎合せず，「現実的」なコモ
ン・ミュージックを採用して，他のメンバーとつながって
いたことが大きいという。また，女子高校生のバンドで
ある「Her」のメンバーは，セミフォーマルな空間で男子
高校生の陰に隠れていた女子高校生バンドと比較すれば，
自身のバンドを肯定的に語る。しかしながら，役割モデ
ルを欠いていたこと，オリジナル曲を作ることができなか
ったことなどが，コモン・ミュージックをつくる上での問
題となっている。
　本書は聞き取りを書き起こしたものを「語り」として
分析するスタイルをとる。著者は発せられた言葉のみな
らず，その時の高校生の語り口や姿勢といった，語り全
体の状況まで捉えようとしている。「…のりゆきは日本
のヴィジュアル系バンドに対する知識を他の生徒にひけ
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らかす
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ことに熱心だった」（p.38）であるとか，「のりゆ
きのインタビュアーをはぐらかす
4 4 4 4 4
ような語り口は…」
（p.43）などが好例である（傍点は評者）。事実を得るた
めに「語り」を採用するのではなく，その背後にある状
況を浮かび上がらせるような，すなわち「何を，どのよ
うに語ったのか」という多面的な聞き取りが注目される。
その一方で，著者が設定した三つの空間の内実は，いま
少し複雑なものではなかろうか。例えば，学校というフ
ォーマルな空間であっても，女子吹奏楽部員は自身のパ
ーソナル・ミュージックを語らず（pp.87-89），別の機
会に教室で，それを告白している（p.94）。その時々の
状況や人間関係によって音楽実践も変化し，空間性も所
与のものではなく，行為遂行的に変化し，また行為主体
もその影響を再帰的に受けるということなのではないだ
ろうか。いずれにせよ，音楽実践，若者，空間，エスノ
グラフィといった魅力的なタームが随所に散りばめられ
ており，著者が述べるように，現代の若者，音楽などに
関心がある，音楽学，社会学，文化研究，地理学などの
人文社会科学を学ぶものに薦められる書籍である。
注
1 ．三つの様態とは「身体化された様態」，「客体化された様態」，
「制度化された様態」である。特にブルデューにとって，文化
資本はハビトゥスに代表されるように，その根底で身体と結び
ついている。スロスビー（2002）によれば，「文化資本」とは
個人を重視する点で経済学における人的資本の概念と共通項を
持つという。一方，フェザーストン（2003）によれば，都市の
文化資本として，歴史・文化資源などの建造物が「客体化され
た様態」になるという。
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